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高度医療を提供する小児専門病院

として，広範囲から患者を受け入れる

医療機関となっています。患者の内，

福岡市民は２分の１程度であり，残り

の２分の１は市外居住者が占めてお

り，福岡市域を越えて九州，さらには

全国から来院しています。 
 

    
 

 

 

すべての子ども達やご家族の健康と明るい未来を願い，時代にふさわしい病院をめざします。 

 

 

① これまでの実績を継承するとともにさらなる充実を図ります。 

現こども病院がこれまで培ってきた小児医療（高度・地域・救急）のさらなる充実を図るとと

もに，産科を新設し周産期医療を担います。 

② 相互補完的な医療連携をめざします。 

急性期の医療を担い，不足する医療については近隣及び各地の医療機関との機能分担と連携を進

めるともに，医療機関相互のネットワークの構築や情報提供機能の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
○低出生体重児，新生児仮死，先天異常の新生児など

のハイリスク新生児に対する医療提供体制を整備。※ 

○ハイリスク妊娠例のより安全な分娩介助が可能とな
る医療提供体制を整備。※ 

○年齢別・疾患別を基本とした 3 病棟と小児救急・小
児感染症病棟の計 4 病棟で構成。 

○子ども達のプライバシーを尊重し，また，子ども達
が自宅で過ごしているような気持ちになれることを
めざして，個室を多く設けます。なお，個室の数，
施設内容，運営方法などについては，今後，検討を
行っていきます。 

 
※周産期医療においては，重症の妊娠中毒症や前

置胎盤などの合併症を持つハイリスク母体と診
断された妊婦は，主に診療体制が整った大学病
院等の高度医療機関に担っていただきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 建物規模：26,000 ㎡ ② 敷地面積：35,000 ㎡ ③ 整備場所：福岡市東区香椎照葉五丁目 
（アイランドシティ中央公園西側） 

 

①整備費用（主な初期投資費用）                           単位は億円，税込み 

項目 金額 備考 

用地取得費 約 47 13.5 万円／㎡（平米当たり土地単価）×35,000 ㎡（敷地面積） 

建設費 約 100 38.6 万円／㎡（平米当たり建設単価）×26,000 ㎡（延べ床面積） 

外構工事費 約 3 1 万円／㎡（平米当たり工事単価）×25,000 ㎡（外構面積） 

医療機器・備品費 約 36 医療機器，備品，情報システム（現病院からの持ち込み医療機器は除く） 

②試算の結果（30 年平均）                              単位は億円，税込み 

項目 金額 備考 

病院事業収益(A) 約 84 入院収益，外来収益等 

病院事業費用(B) 約 91 人件費，材料費，その他経費（減価償却費を除く） 

企業債元利償還額等(C) 約 10 整備費用及び医療機器購入等に係る元利償還金等 

差引(A-(B+C)) 約 17 年間の現金収支差 

基本構想では，現時点で想定される前提条件を基に収支試算を行っています。 
今後，事業の詳細を詰める中で，その段階に応じた試算を行っていきます。 

 
 

開院は２５年度中を予定。        ファミリーハウス，駐車場（400～450 台）等 

小児・周産期医療を 
取り巻く医療動向 
年少人 推移

医療従事者を取り巻く環境 医療経営を取り巻く現状 
こども病院・感染症 
センターの現状と課題

・年少人口の推移 
・出産の状況 
・医療機関の供給状況 
・高度化する小児医療 
・小児救急患者の増加 
・出生前診断の進歩 
・周産期病床の不足 

・専門医の減少 
・医療資源の分散化 
・産科医の高齢化 
・女性スタッフの働き

やすい環境づくり 

・本市の財政状況 
・公立病院改革ガイド

ライン 

○小児医療面
・集中治療室と一般病

床の適正配置 等 
○経営面 
・経営効率化 等 
○施設面 
・老朽化・狭隘化 
・駐車場不足 等

１．現状認識と解決すべき課題 

２．新病院の基本的な考え方 

３．新病院事業の概要 

１）基本理念 

２）全体像 

３）診療部門 

１）建物の規模等

２）事業収支見込み

４）病棟構成及び病床数

①総合診療部門 

②内科系専門診療部門 

③外科系専門診療部門 

④手術・集中治療部門 

⑤放射線部門 

密な 
連携 

ＩＣＵ・ 
一般病棟等

病床数は 230～260 床程度 

周産期病棟

３）整備スケジュール

平成 20 年 12 月 福岡市保健福祉局

②周産期センター 

①循環器センター 

＜センター化＞ 

患者の動向 ◎居住地別外来・入院患者構成比（H18） 

外来                          入院 

①高度な医療を的確に提供する

空間づくり 

②子どもの特性に合わせた空間

づくり 

③高い安全性を有する施設づくり

④将来の環境変化にも対応可能

な整備 

 

７）整備計画の基本的な方向性

①説明責任と透明性の向上 

②医療安全管理の充実 

③人材育成の取り組み 

④アジアへの貢献 

⑤こどもの視点に立った療養環
境づくり 

⑥相談業務・広報業務の充実 

⑦市民をはじめ多くの人に支え
られる病院づくり 

５）医療運営計画の基本的な方向性

①戦略的経営の推進 

②人材確保の取り組み 

③地方独立行政法人への移行 

④ＰＦＩ方式の採用 

⑤国，県等の支援 

６）経営計画の基本的な方向性 

４）付帯施設 

一般病棟 
140～146 床【現 165 床】

小児重症治療室（HCU） 
24～32 床【現 0 床】

小児集中治療室（PICU） 
6～8 床【現 6 床】

産科病棟 
25～30 床【現 0 床】

母体・胎児集中治療管理室（MFICU）
3～6 床【現 0 床】

新生児回復治療室（GCU） 
22～26 床【現 10 床】

新生児集中治療管理室（NICU） 
10～12 床【現 9 床】

福岡県 
32％ 

福岡県 
26％ 


